
災害への備えはできていますか？

災害を
予測する

被害を
予測する

災害に
備える

　「南海トラフ巨大地震（紀伊半島の南側など広い海域を
震源域として想定）は、いつ発生してもおかしくない」
とされています（30年以内の発生確率70～80％：
政府地震調査研究推進本部2022年1月1日現在）。
　また、内陸地震も活動期に入ったとされており、近接
する花折断層を震源域とする地震が発生すると、北区に
大きな被害＊が出ることが想定されています。
＊花折断層地震被害想定（北区）:建物全半壊24,000棟、死者300～
600人、負傷者9,700～14,300人、断水46,000戸、停電14,400戸、
ガス供給停止73,300戸など

　建物や塀が崩れたり、郊外では土砂崩れによる
道路の寸断が生じ避難が困難になることや、電車や
バスも運行開始に時間が掛かることが予想されます。

　電気、ガス、水道が使えなくなり、
さらに復旧に時間が掛かる場合も。
また、通話の集中などで電話やイン
ターネットがつながりにくくなります。

　川の急激な増水が生じたり、道路や住宅
の浸水が発生する場合があります。

　浸水した道路では
側溝の境界が見え
にくく、増水した河川
や田畑を見に行って
流される事故も発生
しています。

　古いビルが崩れたり、部屋の中でも
家具の移動、転倒により避難が困難に
なったり、ガラス等の落下物による
負傷など人的被害も予想されます。

　風雨により河川の氾濫や土石流、がけ
崩れ、地すべりなどが発生しやすくなります。

　北区は、美しい河川や北山があり普段は風光明媚な地域
ですが、梅雨の時期、加えて台風が接近する7月以降は、
大きな風雨災害の発生が懸念されます。近年、全国各地で、
「わずか数時間の豪雨」による道路や住宅への浸水、水没と
いった被害や、「何日も続く長雨」による川の氾濫や、がけ崩れ、
土石流などの被害が生じ、人々の生活が脅かされる災害が
発生しています。テレビやインターネットなど最新の気象
情報を入手し、早めの避難等の準備をすることで、被災を免
れたり減災につなげることが期待できます。

FM87.0 RADIO MIX KYOTOでは
緊急時に北区の災害関連情報を集中的に放送!

万が一、地震や台風等の災害が
発生したとき、避難をどうするべきか、
あらかじめ決めておきましょう

家族との連絡方法、情報の入手方法を
あらかじめ確認しておきましょう

物資を備蓄しておきましょう
①食料品は、３日分以上を備蓄
②屋外への避難に備えて、
　すぐに持ち出せる物を準備
③コロナウイルス感染防止
　のための物資も準備

北区水害
ハザードマップ

北区地震
ハザードマップ

北区土砂災害
ハザードマップ

①家族との連絡方法（災害用伝言ダイヤル「１７１」、
　災害用伝言板「Web１７１」など）
②家族が集合する場所（指定避難所、知人、親戚宅など）
③災害情報の入手方法（テレビ、ラジオ、インターネットなど）

https://www.bousai.
city.kyoto.lg.jp/

防災に関する様々な
情報は、「京都市防災
ポータルサイト」で入手!

詳細はこちら→

「健康長寿のまち・北区」
応援キャラクター
キタエちゃん

「いつ」
「何をするのか」
「家族との連絡方法は」
「どこへ避難するのか」

　北区役所、北消防署で配布
している「マイ・タイムライン」の
活用が便利です。

ハザードマップを確認しておきましょう
　北区では、「水害ハザードマップ」「地震ハザードマップ」に
加え、土砂災害の懸念がある地域（１０学区）については、
詳細が分かるよう学区別に「土砂災害ハザードマップ」を作成しています。
　各ハザードマップについては、北区役所、北消防署で配布しています。

地 震 台風・大雨

被害を予測して、備えを万全に !

２面「出水期到来！
水害に備える・
対応するために！」
もご参照ください！
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北区の魅力を
ご紹介！

kyotoshi_kitaku

インスタグラム
はこちらから→
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